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緒 言

アブシジン酸（ABA)がシキミ酸経路の Keyenzyme 

のひとつとされるフェニルアラニンアンモニアリアーゼ

(PAL)活性を増大させてアントシアニン生成を促進す

ることが，ブドウ果実で報告されている2)31_ 即ち，果

粒の成熟開始期（ベレゾーン期）に ABAを散布処理す

ることによって着色が促進されることから，西南暖地な

どの着色が不安定な地域を中心に実用化が期待されてい

る．

一方，オウトウ果実においても着色は，光・温度など

の環境条件あるいは葉果比・樹勢などの樹体条件の影響

をうけて年によって不安定になることがある．

本報では，オウトウ果実の着色促進及びその安定化を

はかる目的で甘果オウトウ数品種を用いて ABA処理の

効果を検討した。

材料及び方法

甘果オウトウ 6品種（山形大学農学部実験圃場栽培の

'Jabouley',‘佐藤錦',‘Rockport',蔵王錦＇，‘おばこ ',‘Van')

を供試した．実験は1985年と 86年の両年に行った．

ABAの処理時期は，品種によって多少の早晩はあった

が両年ともそれぞれの品種の着色開始前とし，各品種が

ほぽ収穫熟度に達したと思われる時期に収穫して調査・

分析を行った．

各年の処理及び調査の詳細は以下のとおりである．

1985年：展着剤として0.05%Atlox BIを含む 1,000

ppm水溶液を長さ約 1mの結果母枝単位でハンドスプ

レーヤーを用いて果実に薬液がしたたる程度に散布処理

した．対照区は展着剤のみを含む水を同様に散布した．

〔1986年7月25B受理〕

1986年：薬液の浸透をさらによくする目的で0.1%

Atlox B]を含む70％エタノール溶液 (ABA1,000 ppm) 

に果実を数秒間浸せき処理した．処理は 1果単位で行い，

対照区（無処理とした）の果実は処理果に近い位置で光

条件などの環境条件が最も似かよっていると思われる果

実を選んだ．

果実のアントシアニン含量は直径 8mmの果皮 disk

数枚を 1％塩酸酸性メタノール溶液で抽出し，適当に希

釈して530mmの吸光値を測定することによって相対的

に比較した．あわせて，果汁の Brix及び滴定酸含量を

常法により測定した．

結果及び考察

1985, 1986年の両年とも ABA処理はすべての品種の

着色をやや促進した（第 1図）．品種により効果の程度

に差が認められたが，概して， 1986年の方が効果が大き

いようであった．これは，処理液を70%EtOH溶液にし

たこと，展着剤の濃度を高くしたこと，及び個々の果実

に対する浸せき処理としたことにより， ABAの取り込

みがより効果的に行われたものと推察できる．

なお， 1986年は1985年に比べて，着色開始期以降に降

雨が多く，全般的に着色不足で裂果も多く発生したた

だし，＇Van'は1986年のアントシアニン含量が高くなっ

ているが，これは1985年の収穫時期がやや早かったこと

によると思われる．

オウトウ果実における ABAの着色促進効果は本実験

の処理濃度が1,000ppmであることから考えても，ブ

ドウ果実に対する効果）4)に比較するとかなり小さいも

のであった． しかしながら， リンゴ果実に対してはほと

んど効果がなかった5)ことも報佑されており，これらア

ントシアニンを蓄積する果実の間でもその反応性にはか

なりの差異があることが示唆された．今後， PAL活性
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Fig. 1. Effect of ABA treatment on anthocyanin content in cherry fruits (1985, 1986). J :'Jabouly'S : 
'Satohnishiki', R :'Rockport', Z :'Zaohnishiki', 0 :'Obako', V :'Van'. C : control (1985 : water con-
taining only surfactant treated, 1986 : no treatment). A : ABA treated. ABA (1,000 ppm) in water 
solution containing 0.05% Atlox Bl as a surfactant was applied on May 28 or 30 (1985) and in 70% 
EtOH solution containing 0.1 % Atlox BI was applied on June 2 (1986). Vertical bars indicate S.D.. 

Table 1. Effects of ABA treatment on refractometer index and titratable acid content in cherry fruits (1985, 1986). 

Refractometer index (Brix) 
Titratable acid content 

Cultivars Treatment (ml O.1 N NaOH/ ml juice) 

1985 1986 1985 1986 

Jabouly cont. 14.5 土 0.8• 10.8士0.5 1.32士0.03 1.56士0.04
ABA 14.1士0.9 10.8土1.0 1.30士0.04 1.45士0.08

Satohnishiki cont. 17.1士0.5 15.8土0.8 0.97士0.04 1.32士0.12
ABA 14.1士0.8 15.8士0.5 0.93土0.03 1.20土0.09

Rockport cont. 16.8士0.6 15.2士0.4 1.04土0.04 1.23士0.06
ABA 16.2士1.0 15.0士0.5 0.95士0.02 1.13土0.12

Zaohnishiki cont. 
16.2士0.5 13.9士0.5 1.02土0.08 1.38士0.10

ABA 14.5土0.6 12.9士1.5 1.08士0.06 1.27士0.05

Obako cont. 13.1土0.7 12.2土1.2 1.58士0.11 1.90士0.05
ABA 11.1土0.5 11.3土1.2 1.48士0.02 1.68士0.14

Van cont. 12.8土0.9 11.3土0.4 1.42士0.04 1.51士0.09
ABA 12.0土0.4 12.2土0.9 1.28士0.02 1.47士0.09

•mean 土 S.D.

In 1985 : ABA (1,000 ppm) in water solution containing O. 051% Atlox BI as a surfactant was applied on May 28 or 30. 
In 1986 : ABA (1,000 ppm) in 70% EtOH solution containing 0.1 % Atlox BI was applied on June 2. 
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に及ぽす影響など代謝生理の面からも詳細に検討する必

要があると思われる．

一方，果汁の Brix及び滴定酸含量は共に，両年とも

処理によって若干減少する傾向が認められた（第1表）．

オウトウ果実は成熟に伴って，糖，酸含量共に増加しな

がら収穫期を迎える 7)ことから考えると，処理により成

熟現象がやや停滞する一方で，着色はやや促進されたも

のと考えられる．この点について片岡ら 1,4)はブドウ果

実では糖，酸含量に全く影響を与えずに（即ち，果肉の

成熟とは無関係に），着色のみを促進したとしているの

に対し，望月 6)は同様にプドウ果実に対する処理で酸含

量には影響しないが，やや増糖の効果があるとしている．

ABAの着色促進効果が果実の成熟過程をコントロール

することによって発揮されるものかどうかは興味の持た

れる問題であるが，さらに詳しいデータを蓄積していく

ことが必要であろう．

いずれにせよ，オウトウ果実については，今後，処理

時期・濃度及び光・温度を始めとする環境条件の影響に

ついて検討する必要があると考えられる．

摘 要

甘果オウトウ数品種について着色促進を目的として

ABA処理の効果を検討した．

その結果，着色開始前の果実に対する ABA(1,000 

ppm)の処理でいずれの品種も果皮のアントシアニン含

量がやや高まった．

しかしながら，果汁の Brix及び滴定酸含量は処理に

よりわずかに低下する傾向を示した．

実験は1985年と86年の 2年間にわたって行ったが，処

理の影響は両年ともほぽ同じであった．
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Summary 

Effect of abscisic (ABA) treatment to promote the fruit coloration in several sweet cherry culti-

vars were investigated. 

ABA (1,000 ppm) treatment at the beginning of coloration a little enhanced anthocyanin accumula-

tion in the fruits of every cultivar. 

The Brix and titratable acid content in the juice, however, slightly decrea~ed by the treatment. 

The experiments were carried out in two successive years of 1985, 86 and the effect of ABA treat-

ment was almost the same for two years. 


